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華
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滋
奉
書
貌
座
下

血
脈
御
相
承
本
門
弘
通
之
大
導
師

日
恭
上
人
大
慈
大
悲
を
垂
れ
給
ひ
速
に

納
受
あ
ら
し
め
給
ヘ

今
敢
て
言
上
致
す
及
び
謹
で
専
ら
明
鏡
に
依
憑
し

怖
私
詞
之
交
事

―
-1-―



タ
ニ
懲
い″
力
‘
″
カ
ー
啄
制
‐ぎ

魯
ｆ
ｆ
■
ふ
下
↓
ひ
え
る
ん

拷
竹
著
４
惚
イ
ー

′
へ

・　
¨
ジ
離
　
　
　
　
　
　
　
・

悲

誡

教

″
年

九

同

石

Ｆ

発

２
人

絃

協

４

ぁ

夕

二

叶

奥

泌
修

ふ
夕
看
牢
‘
る
ス
々

影

□

斤
係
払

鬼

小
陽

ス
夜

不
ル
彦

雀

桁̈

一竹

移

神
摯

″法

・久

膨
爆

μ
■
・れ
暉
ｕ
血
ス
モ
ス
ニ

然
ば
文
態
其
例
を
見
ず
妙
典
聖
訓
を

拝
写
し
奉
り
後
是
が
用
を
累
述

す
是
れ
偏
に
妙
法
に
帰
す
る
至
誠

の
致
虜
依
義
不
依
語
依
智
不
依
議

等
之
佛
戒
を
遵
守
し
奉
ら
ん
為
也

願
ば
是
を
諒
せ
ら
れ
給

へ

南
無
妙
法
蓮
華
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萬
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可
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受
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史
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験
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狭
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迷
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塞
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あ
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や
邦
家
の
民
神
妙
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然

の
雄
図
を
此
の
大
義
を
排

へ
ざ

る
は
失
本
心
の
者
な
り

今
世
界
之
人
類
は
寿
量
品

に
所
謂
或
不
見
者
た
り

楽
於
小
法
徳
薄
垢
重
者
た
り

暫
く
方
便
の
化
城
に
文
化
を

楽
し
ま
し
め
し
事
佛
の
慈
悲

な
る
を
知
ら
ず
不
幸
に
も
御
親

の
国
に
怨
を
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す
未
生
怨
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大
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国
は
世
界
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済
の
大
根
源
国
な
り
故
に

末
法
の
下
種
佛
日
蓮
大
聖
人

の
御
出
現
と
な
り
妙
法
五
字
の
利

剣
を
此
国
に
留
め
玉
ふ
我
神
妙

の
世
界
に
尊
た
る
所
以
な
り

さ
れ
ば
怨
敵
在
る
可
か
ら

ぎ
る
に
然
ら
ず
今
神
術
も
協

は
ず
佛
威
も
験
な
し
是
れ

何
な
る
禍
に
依
り
是
れ
何
な
る

誤
に
由
る
哉
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上
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速
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給
ヘ
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此
国
神
国
也
神
不
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非
膿

天
神
七
代
地
神
五
代
神
神
其

外
諸
天
善
神
等

一
乗
擁
護
神

明
突
然
而
以
法
華
経
為
食
以
正

直
為
力
法
華
経
云
諸
佛
救
世

者
住
於
大
神
通
為
悦
衆
生
故

現
無
量
神
力
於

一
乗
棄
捨
之

国
豊
善
神
不
成
怒
耶

日
本
を
神
国
と
称
す
る
は
建
国
の
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義
神
意
に
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が
故
な
り

而
も
神
は
非
程
を
稟
け
玉
は
ず

非
膿
と
は
不
正
直
の
者
を
指
す
な
り

法
華
経
は
三
千
大
千
世
界
の
正
直
の

心
な
り
正
直
捨
方
便
但
説
無
上
道

の
経
な
る
が
故
な
り
　
無
上
天
照
太
神

並
に
其
外
諸
天
善
神
は
法
華
経
を
以
て

食
と
為
し
給
ふ

一
乗
擁
護
の
神
々
な
り

今
失
本
心
の
臣
民
此
の
義
を
排

へ
ず

敢
て
毀
損
し
て
徒
に
外
道
に

堕

つ
豊
に
善
神
怒
を
成
さ

ざ
ら
ん

-14-



π

犠

繁

御

ん

＝

付

メ
ス

し
な
↑

＋

イ

グ

´
症
ヱ
看
ふ
λ
７

軌
得
り

韓
倒
之
人
或
は
云
は
ん

天
照
太
神
を
繹
尊
の
垂
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極
の
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汰
な
り
云
々
と

反
詰
す
　
天
照
太
神
を

一
小
孤
島

を
照
し
玉
ふ
小
神
と
為
す
が
如
き

盲
人
を
敬
神
之
人
と
云
ふ
哉

本
地
は

一
念
三
千
の
魂
妙
法
五
字

を
守
護
し
玉
ふ
太
神
　
今
清
凍

の
地
大
和
の
国
に
垂
述
し
玉
ふ

尊
神
に
ま
し
ま
し
て
こ
そ
員
義
也

此
の
義
を
塀
へ
ず
し
て
事
為
す
時

正
直
の
大
義
忽
に
破
れ
　
神
妙

―-15-―



基

７

♭
漁

メ
■
ィ
ベ
ｔ

ａ老

Ｉ

ム
ネ

い
の

ロ
イ

市

祠

籠
そ

舞
一ｆ

「一′

そ

形

の
行

´
小
‘
う
グル
ｔ
ス
を

洛

７角
ｆ

入

妙
７

′
夕
争
吟
／
ン
漁
移
聯
形
‘

″
ｒ

叫
１̈
１
暉
‘
ノ
る
も

，
ｉ

に
向

み
升
τ
レ
４
み
の
“

吻
Ｃ
′

ィ

イ
ー・
孝
１

惨
力
〃
准
ク
トィ
す

ど
滋
■

／
１、
８
オ
ユ

ニ
・′
‘，
の
行
ニ

椎
ギ
ノ
ら
そ
今
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彦
孝
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は
夢
の
国
と
化
す
べ
し
、
是
を

失
本
心
の
者
と
為
す

日
蓮
は
閣
浮
第

一
の
法
華
経
の
行
者

な
り
此
れ
を
そ
し
り
此
れ
を
あ
だ
む
人
を

結
構
せ
ん
人
は
閣
浮
第

一
の
大
難
に

あ
う
べ
し
撰
時
妙

法
華
経
の
行
者
と
は
法
華
経
を
身
に

行
ず
る
佛
な
り
而
も
日
蓮
は
閣

浮
第

一
の
法
華
経
の
行
者
な
り
と
申

す
は
等
し
く
法
華
経
を
身
に
行
ず

と
雖
も

一
分
乃
至
二
三
四
分
の
行
に

非
ず
完
全
に
法
華
経
を
身
に
行
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経
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命
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年
に
留

め
置
き
玉
ひ
し
は
日
蓮
大
聖
人

御

一
人
な
る
が
故
に
閣
浮
第

一
と

申
さ
れ
た
り

是
れ
末
法
に
入
て
は
日
本
国
を
置

い
て
外
に
佛
国
無
き
所
以
な
り

さ
れ
ば
国
神
は
大
聖
人
の
下
種
し

玉
ふ
法
華
経
の
法
味
南
無
妙
法

蓮
華
経
を
食
と
し
て
力
を
得
給

ふ
也

日
蓮
は
日
本
国
に
は
第

一
の
忠
の
者
な
り

肩
を
な
ら
ぶ
る
人
は
先
代
に
も
あ
る
べ
か
ら
ず
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位
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雄
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夕

・
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び

後
代
に
も
あ
る
べ
し
と
も
覚
え
ず
御
消
息

鳴
呼
神
妙
守
護
の
諸
天
善

神
即
歴
代
大
Ｉ
の
力
の
本
と
な
る

是
れ
に
過
ぎ
た
る
忠
や
あ
る
べ
き

右
等
の
御
言
皆
真
実
に
し
て
虚

な
ら
ぎ
る
事
、
事
証
の
明
々
白
々

た
る
を
知
れ
ば
足
る

或
人
云
は
ん
　
何
ぞ
自
讃
の
大
な
る
と

大
聖
人
曰
く

（
※
編
者
注

「
取
要
抄
」
新
ｍ
Ｐ
）

喜
餘
身
故
二
難
堪
自
讃
也
と

位
階
勲
等
高
く
受
け
て
喜
ぶ
に

非
ず
　
救
国
の
確
信
あ
り
て
喜
び
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也
大
忠
是
の
如
し
本
心

の
者
誰
か
仰
ひ
で
大
聖
人
と

尊
称
す
る
に
吝
な
ら
ん

夫
れ
神
妙
守
護
の
神
々
法

味
を
食
し
て
力
あ
り
　
本
佛

日
蓮
大
聖
人
は
法
味
を
留
め
て

常
住
し
玉
ふ
正
に
是
れ
王
佛
冥

合
は
我
国
土
妙
の
本
義
な
り

然
れ
ば
天
照
太
神
は
三
種
之
神

器
を
王
位
継
承
の
証
し
と
為
し
玉
ふ

明
鏡
は
大
法
を
う

つ
し
て
天
下
を

知
ら
し
め
　
宝
珠
は
法
華
に
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ス
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し
て
大
智
を
蔵
し
　
利
剣

は
題
日
と
現
れ
て
無
明
を
断

つ
　
悲
し
き
哉
今
邦
家
の

民
本
心
を
失
ひ
其
義
を
忘
れ
て

太
神
の
聖
訓
に
戻
る
豊
善

神
怒
を
成
さ
ざ
ら
ん
　
経
に
曰
く

毒
気
深
入
失
本
心
故
と
但
し

教

へ
ざ
る
の
科
に
非
ず
や

国
土
乱
時
先
鬼
神
乱
鬼
神

乱
故
萬
民
乱
賊
来
劫
国

百
姓
亡
喪
乃
至
百
官
共
生
是
非

云
々
仁
王
経
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リ
７

レ
ス
し

正
し
く
太
神
の
明
鏡
に
は
今
此
明
文

の
像
を
浮
ぶ

我
が
宝
土
に
大
法
あ
り
と
雖
も

正
邪
雑
乱
し
て
異
体
同
心
の

実
を
結
ば
ぎ
る
こ
と
久
し
　
故
に

鬼
神
乱
る
る
を
以
て
果
し
て

萬
民
乱
れ
賊
の
来
劫
し
て
此
の

大
福
を
招
く
　
若
し
不
失
本
心

の
者
な
ら
ば
誰
が
此
明
鏡
の
影

像
を
疑
は
ん
や

然
る
に
国
中
の
病
者
敬
神
を

国
に
す
る
も
神
を
漬
す
こ
と
久
し
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ゝ
る
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其
の
證
繁
多
に
し
て
挙
ぐ
る
に

運
な
し
今
根
本
を
述
べ
て

懺
悔
の
心
を
誘
は
む

抑
も
神
を
祭
る
に
自
ら
其
の

資
格
あ
り
や
且

つ
其
の
道
を
知

れ
る
や
　
神
は
正
直
を
以
て

棲
と
な
し
玉
ふ
正
直
と
は
正
義
に

直
な
る
心
な
り
経
に
所
謂

盾
直
意
柔
収

一
心
欲
見
佛

の
者
な
ら
ぎ
る
べ
か
ら
ず
所
以
は

佛
と
は
正
義
を
魂
と
せ
る
教
主
な

れ
ば
な
り
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そ

ル
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我
が
天
照
太
神
は
正
義
を
世

尊
と
等
ふ
し
無
上
道
を
以
て

正
直
と
為
し
玉
ふ
故
に
天
壊

と
共
に
無
窮
な
る
べ
し
と
詔
し

玉
ひ
し
な
り
佛
身
の
金
剛
不
壊
な
る

に
等
し
此
無
上
道
に
依
憑
す
る

こ
と
な
く
国
神
を
祭
る
は
そ
も
そ
も

祭
儀
乱
る
る
の
本
と
云
ふ
べ
し

而
も
無
上
道
は
唯

一
乗
の
み
二

又
三
あ
る
べ
か
ら
ず
経
に
云
く

如
来
但
以

一
佛
乗
故
為
衆
生

説
法
無
有
餘
乗
若
二
若
三
と
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ド
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に
タ
ー

場
τ
こ
０

又
大
聖
人
言
同
之

国
主
は
但

一
人
な
り
二
人
と
な
れ
ば
国

土
お
だ
や
か
な
ら
ず
乃
至

一
切
経
も

又
か
く
の
ご
と
く
や
有
る
ら
む
何
の
経

に
て
も
を
は
せ

一
経
こ
そ

一
切
経
の

大
王
に
て
は
を
す
ら
め
云
々
。
報
恩
妙

然
る
に
我
国
土
に
は
無
上
妙
法
大
白
法

の
在
す
る
に
是
を
排

へ
ず

あ
ま

つ
さ
へ
数
多
の
法
を
雑
乱
す

佛
神
冥
合
の
実
は
夢
と
化
し

神
道
佛
教
は
分
立
し
　
各
々

に
亦
た
宗
派
多
し
　
重
々
の
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予
ヱ
ケ

乱
神
と
化
す
　
さ
れ
ば
鬼
神

乱
る
る
が
故

に
賊

の
侵
す
所
と

な
り
し
な
り

世
皆
背
正
人
悉
帰
悪
故
善

神
捨
国
而
相
去
聖
人
辞
所

而
不
還
是
以
魔
来
鬼
来

災
起
難
起
　
雌正
絞

今
当
に
聖
教
の
如
く
我
が
神
妙

の
守
護
の
善
神
ま
し
ま
さ
ず

此
事
あ
る
を
畏
れ
守
護
の
太
神

此
土
を
去
り
玉
ふ
こ
と
を
願
は
ぎ
る

が
故
に
日
蓮
大
聖
人
の
御
遺
戒
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梵
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食
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邦
家
の
安
穏
を
祈
祷
し
来
れ
る

こ
と
法
主
上
人
を
は
じ
め
我
等
の

勤
行
な
り
き
　
然
る
に
今
や

太
神
己
に
此
土
を
去
り
ま
す
こ
と

を
知
る
、
云
々
敵
機
神
域
を

漬
す
が
故
な
り

臣
知
ら
ず
や
　
民
疑
ふ
や

神
妙
守
護
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善
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の
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ま
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も
此
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思
は
ん

者
は
已
に
神
妙
の
臣
に
あ
ら
ず

不
実
不
忠
萬
死
に
償
す
る

者
な
り
　
斯
る
不
忠
の
臣
不
明

の
民
神
妙
に
あ

っ
て
久
し
く
敬
神

之
儀
を
誤
る
　
加
之
佛
法
の
内

に
あ
っ
て
破
佛
破
国
の
因
縁
を

説
く
者
弥
々
其
数
を
増
す

故
に
怨
敵
の
侵
掠
す
る
所
と

成
る
を
今
尚
自
覚
せ
ぎ
る
は
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狙
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や
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す
る
に
は
あ
る
ま
じ
　
急
ぎ
急
ぎ

祖
師
の
慈
誡
を
尊
信
し
て

天
下
未
曽
有
の
災
禍
を
救
ひ

四
海
を
妙
法
に
帰
せ
し
め
給

ヘ

南
無
妙
法
蓮
華
経
合
掌

乃
知
比
薬
色
香
味
美
即
取
服
之

毒
病
皆
愈

を

多
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イ
タ
上
ル
■
法
厖

，ノ
止
ぅ
洲

？
嗜
ｔ
あ
■
救
″
ミ
‘
場
ｕ
・
ス
う

力

　

一ル
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

・ｆ
７

ふ

推
？
ブ
５

う

、イ
ス

な
が

１

め′

彩
丁
著
ス浮

弓
舞

　

械

剣

１
静
蒻
〃
グ
■
″
負
資
を

今
正
し
く
是
れ
時
也
身
延
御
相

承
譜
に
宣
ぶ

「
可
待
時
而
己
」
の

時
当
是
今
日
な
る
べ
し
民
の
深
刻

な
る
時
に
於
て
放
逸
を
事
と
せ
ん
か

宗
開
両
祖
の
正
系
否
宗
教

者
と
だ
に
称
す
る
資
格
無
き

者
な
り
　
願
く
ば
法
主
上
人
信
不

足
に
堕
す
る
こ
と
勿
れ

夫
れ
以
れ
ば
祖
師
日
蓮
大
聖
人

は
末
法
の
行
者
と
し
て
御
出
現
遊

さ
れ
無
量
の
御
難
を
身
讀
し
玉

ひ

「
依
諸
経
方
求
好
薬
草
乃
至
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イじ‐理
′

６

分
に
回
∵

そ
行

推
的
ψ
欠
ｚ
汗
″
ｌ
ぐ

Ъ

々
■

Ｌ
′
宅
И
た
と
く
渦
移

矛
ｆ
ふ
鳳
ン
ー
々
「一人
脅
か
る
驚

丼
マ
イ
鵞
ン
ス
カ
ぶ
に
■
―
■

‘
Ａ

九

チ

ん
子

″
／

１

竹

％
土
パ
タ
ー・
メ
み
ひ
午
ノ

孝
乙
・を
降
み
ウ
↑
り
‘
μ
＝

落
″
″
ン
Ｌ
ぅえ

偉
イ
一
堵
Ｉ

作
是
教
己
復
至
佗
国
」
の
事
行

を
完
ふ
せ
ら
れ
し
下
種
本
佛
ぞ
か
し

右
御
文
悉
く
是
れ
苦
難
の
義
あ
り

勧
持
品
は
文
底
寿
量
品
の
顕

證
的
御
文
也
と
拝
し
奉
る

然
れ
ば
今
者
己
満
足
と
し
閣
浮

第

一
の
大
良
薬
た
る
大
御
本
尊
は

大
日
蓮
華
山
大
石
寺
に
在
し
て

御
威
光
萬
年
に
倍
増
す
今

留
在
此
と
は
此
の
義
な
り

然
れ
ば
今
法
主
上
人
の
御
責
任
は

寿
量
品
の
中
の

「
遣
使
還
生
こ

の
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口
″
ａ
？
今

琴

み

′

屯

静

τ

む
％

ィ

、

ジ

ス

ど

嗜
ａ

ス́
”
↓
湘
み
し、
；
役
ユ

の
人
一不

思

１

■

今

ル
チ
み

■
■

″

写

７

１

四
字
の
み
易
行
此
上
も
な
し

国
に
告
ぐ
る
に
妙
法
五
字
の
不
思
議

の
力
あ
り
と
示
せ
ば
足
る
な
り

貌
下
御
身
自
ら
思
ひ
玉
は
ず
や

現
世
界
第

一
の
不
求
自
得
の
大

果
報
貌
下
に
及
ぶ
者
何
人
か
是
れ

あ
ら
ん
と

祖
師
大
聖
人
の
無
量
の
功
徳

貌
下
御

一
人
に
廻
向
せ
し
に
や

唯
受

一
人
の
御
相
承
た
る
高
貴
第

一

の
大
人
に
非
ず
や
　
我
等
羨
み

て
も
詮
な
し

-32-―



索

ゼ

“
Ｐ

↓
色

ザ
な

た
影
レ
１
１

ノ劇

弓

螺
動

を
吸
れ

ひ

夕後

‘

以
■
に
た

孫

ｉ
ｔ

ｇ

移

の
み

鋤

Ｉ

え

ｏ
ゎ
仏
．ι
／
２

秋
み
|`

ヒ

九́
み
″ギ
ｆ

”
み
げ

ル
い イ

オ
イ
ム

″λ
鶉
■
・
僣
ｒ
珀之

イ

ア

フ
湯
′

是
れ
皆
時
の
然
ら
し
む
る
虚
な
り

御
歴
代
御
上
人
等
定
め
し
羨
望

し
玉
ふ
ら
ん
貌
下
不
信
に
し
て

自
ら
智
を
疑
ひ
難
を
怖
れ

一
時
た
り
と
も
国
諌
の
慈
行
を

怠
る
情
あ
ら
ば
正
に
魔
の
宿
り
て

御
身
を
食
ふ
な
る
べ
し
奪
功
徳
は

魔
の
本
領
と
聞
く
　
祝
下
は

今
天
下
唯

一
の
功
徳
の
保
持
者

な
り

「
魔
来
ら
ず
ば
正
法
に
非
ず
」

と
か
外
魔
は
論
を
侯
た
ず
内
魔

書
夜
間
断
な
く
第

一
の
功
徳
は
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凛陛

ｏ
ら
象
　
ｔ
ぼ

・千

ふ
れ
ｔ

′
０

り

孫

呟

森
″

球

の
外

■

出
ツ
Ｚ

る

。ア
ｎ
ｉ
み
孫
Ｔ
μ
・

鐸
．
鮨
プ鰯
辞

ぁ
た
た
。
イ
３
％
勢

ゐ

ク
汁
ｑ
り

ふ
え
省
■

力
同
ゐ
″
ｏ
ゑ

２

募
ｉ
豫

募
卜

了葛

る
‘

御
法
主
上
人
の
御
身
を
窺
ふ

或
は
魔
は
正
宗
僧
侶
に
扮
し

法
主
上
人
に
忠
勤
な
る
が
如
く
し
て

今
側
近
に
在
り
　
彼
の
魔

侶
の
云
く
　
今
の
時
上
に
対
し
奉
り

諌
暁
な
ど
以
て
の
外
な
り

斯
く
て
は
我
宗
門
は
国
権
に
依
て

削
除
さ
れ
宗
門
の
破
滅
必
定

な
ら
ん
と
　
彼
等
の
意
中
三
悪

趣
に
起
因
す
る
為
身
為
宗
門
の

念
魔
の
外
為
国
為
法
の
慈

悲
更
に
之
れ
無
し
三
世
常
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方

フ
リ

ク

ル

カ

船

ス
修

ッ

一肝

・ヽ多̈一
」・ど

九
Ｉ

ん
る
０
ク
呻
れ
に
ド
ンダ
ゼ
ゥ
ｔ

′
進

ザ
К
‘

伊
ｔ

二

月
‘

″
肝

Ｉ

蔦
野

珍
「

ず
ネ
　

　

　

　

　

´

「
行

う

ど
´

～

ｂ
‘多

，
夕

ｏ
れ

い
‘
孝
人
´
ツ
′
ふ
■

ふ
吉
イ
オ

ぁ
夕
一
■

北
イ

カ
ｌ

ｔ

脇
る

の
脇

之

ι

％

多

Ｉ

咽

孝

ι

住
事
の
法
門
を
塀

へ
ざ
る
魔

族
な
り
法
衣
を
着
す
る
資
格

な
し
　
大
恩
祖
師
日
蓮
大
聖
人

常
に
言
く

「
全
為
身
不
申
之

為
神
為
君
為
国
為

一
切

衆
生
云
々
」
と

夫
れ
大
恩
宗
祖
が
血
を
以
て
遺

さ
れ
玉
ひ
し
教
を
心
肝
に
染
め
ず

出
家
の
形
を
な
す
と
も
露
の
身
の
欲

心
を
最
大

一
と
念
じ
故
に
為
身

為
宗
を
是
れ
事
と
し
眼
前

の
安
逸
を
願
ふ
て
国
権
を

毯

Ｚ
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脅
少
１
七
風

の
嶋
め

′
か

ィ
・
タ

行

■
イ

ｌ

ｔ

り

で

鷲
考
・調
う
矛
ｆ

，
ル
タ
■

↓
ス
九
‘
冦
多
こ

な

弩
―

夕
Ｔ

撹
ム
つ
多
И
鯰
レ
／

″
夕
´
グ

ム
ム
羞
ｎ

脅
ノ

″
ア

れ
イ
４

よ
ん
″
√

ο′

の
た
了

う
／

　̈
蒻
声
と

ψ
酔

の

で

え

て

セ

ｆ

怖
れ
亡
国
の
因
縁
を
知

っ
て
而
も

諌
暁
せ
ず
不
知
恩
の
者
な
り

国
土
に
住
す
る
謂
れ
無
し

法
主
の
家
人
に
非
ず
　
法
衣
を

纏
ふ
盗
人
と
云
ふ
べ
し
魔
事
魔

行
に
非
ず
し
て
何
ぞ

此
輩
閣
浮
第

一
の
御
本
尊
の

御
威
光
を
被
ふ
黒
雲
な
り
且

つ

貌
下
の
大
功
徳
行
の
行
方
を
防

ぐ
大
旋
風
な
り
　
速
に
排
除
せ

ざ
れ
ば
御
身
の
失
と
な
ら
ん
夢
々

御
油
断
有
之
可
か
ら
ず

―-36-



多
７
ス
ィ
移
協
〃

１
砕
‥
た

リ
フ
ι
ル
で
ゑ
アヽ
に
脅

の
だ

そ
キ
ト

，
ロ
ル
ー
も

彙
諸
ち

‘
イ
ウ
今
ド
ｑ
６
群
呟
の
澪
た

０
■

／
ツ
ー・
夕

ち
ろ
Й
り
彰
Ｌ

ク
揚
郵γ
ム
の
こ
ん
少
へ、す
と

ハ
‘
オ
ち
移
颯
と

，
ら
そ
写

ι
解
と
以

孝
孝

，

イ
ー
マ

↓
ダ
ク

及 ぇ
′花 子
づえ

を
〃ウr'|

/i作

ク
彰

無
智
を
以
て
法
華
経
の
機
と
定

め
た
り
蜘
麟

日
蓮
正
宗
上
位
の
魔
僧
云
く

現
下
の
情
勢
広
宣
流
布
の
時

な
る
か
の
如
く
伺
は
る
る
も
現
法
主

日
恭
上
人
は
国
家
諌
暁
の
器
に

非
ず
所
以
は
智
恵
不
足
の
故
に

公
場
対
決
の
任
に
堪

へ
ず
と

此
の
言
慢
と
云
は
ん
乎
癖
と
云

は
ん
乎

反
詰
せ
ん
今
時
所
謂
智
僧

本
宗
内
に
有
り
と
す
る
も
此
智
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孝
ｃ
を
イ
■
カ
ー
７
η
な

鶴
栖
御
酔
存
ノ
妊
“

．レ

多
Ｉ
″
μ
ψ
ｔ

考
り

一ル

Ｆ

ら
仇
■
て

協
屁
バ
〃
ん
ろ
な
ぅ
と

ケ
え
´
ム
イ
仁
泌
ム

と

々
Ｈ
Ｆ
ム

猜好
為
多
射
％
ゲ

“
，

１

，
ｔ

４

磁
巧

ジ

λ

■
Ｚ
‘

脅
ノ
イ
Ｚ
卜
ろ
４
多

／
？
ク

を
オ
滋
′雰
ヶ
‘

２́

る

た

給

イ
‐

場

だ移

イ

ａ

イ

‘

大
聖
人
と
比
し
て
物
の
数
に
入
る
哉

況
ん
や
邪
宗
の
智
に
於
て
を
や

而
も
小
智
否
邪
智
に
依
憑
せ
ん

か
最
も
危
き
こ
と
な
り
　
経
に

云
は
ず
や
随
順
此
経
非
己
智
分
と

亦
た
曰
く
以
信
得
入
と
或
は
曰
く

信
受
と
是
等
の
佛
語
は
皆
無

智
を
以
て
法
華
経
の
機
と
定
む
る
が

故
な
り
自
ら
智
あ
り
と
誤
り
悟
る
は

上
慢
な
り
智
者
学
匠
と
為
て
堕

地
獄
者
也
我
等
貌
下
の
智
を

憑
む
に
非
ず
只
信
行
の
事
を

―-38-―



殊
“
移
修
）久
竹

任
―
ほ
”乙
ヱ
多

Ｆ
そ
こ
‘

％
７
％
イ
リ
０
‘
ス
た
ゅ
Ｍ

蒻件
″
∴
ス
ツ
‘
ＩＪ
燃
ヶ
へ
之
ふ

―
多
↑
人
モ
ス
イ

ム
４
み
ア
ヽ

準

名
７

２
仲

翡
μ

偽
パ
ヶ

に
窓

一子

れ
暫
の
こ
す
手
蛇
多
ｊ
孝
片
４

み
分

¢
啓

″
ノ
ス

・ヤン
■
‘
′
代

上ス
ニ

〆
イ
■
夕
燿

，
ｔ

ろ
―

タ
タ
ニ
省
ｒ
を
葡

え

侯

つ
の
み

此
の
無
作
の
三
身
を
ば

一
字
を
以
て
得
た
り

所
謂
る
信
の

一
字
な
り
働
て
経
に
云
く

我
等
当
信
受
佛
語
と
信
受
の
二
字

に
意
を
留
む
可
き
な
り
。
印
艤

線
じ
て
御
義
口
伝
は
貌
下

へ
授
与

し
玉

へ
る
大
聖
人
の
御
慈
誠
に
非
ず
や

願
は
く
は
魔
僧
等
の
言
に
惑
さ
れ
て

祖
師
の
慈
言
御
遺
命
の
事
の
戒

法
並
に
御
開
山
上
人
己
下
御
歴
代

上
人
の
御
願
望
を
瞬
時
た
り
と
も

忘
る
る
が
如
き
事
萬
々
有
之
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て
ク子

″
玖

確

グ
の
ノ
リ
ぅ

を
ス
ク″
メ
７
４
′
乍
４
ふ
久

夕

掲

公
夕

舞

２
才

′
紫

角豹

‐

こ

れ
ご

剰
１

　
　
　
　
　
一

″
″
イ
″
↑
ヽヽ
デ
あ
る

た
ｏ
た
旧
め

多
製
摯
“
じ
プ

ネ
ｇ
ス
の
人
‘
″
Ａ
イ
ヤ
と

″

，
ａ
‐掛
オ

，
イ
■
こ
い

存
た
ι
お

り

”
４

ム

ソ‘
■
ノ
ン
け
つ

，
イ
ト

τヽ

可
か
ら
ず
　
信
受
佛
語
の
者
何
か

智
な
き
を
憂

へ
ん

其
人
若
於
法
華
経
有
所
忘
失

一

句

一
偶
我
当
教
之
興
共
讃
誦

還
令
通
利
経

断
言
し
奉
る
公
場
対
決
の
大
因
縁

を
実
行
し
得
ぎ
る
人
血
脈
御
相
承

の
第

一
の
大
果
報
を
得
ざ
る
こ
と

こ
れ
因
果
の
大
道
理
に
非
ず
や
と

幸
な
る
哉
我
等
今
時
に
適
ひ

機
に
適
う
狽
下
を
載
く

速
に
立
ち
て
我
等
の
為
に
其
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れヽ

レ
降

μ

∠

ｔ

毛

η

１

１

´

峰
ｎ

Ｊ
の
場

そヽ
た

こ
ぅ
と
．

″
略
〃
ゃ

，
，

Ｉ
ゃ

移

「
‐

ぞ
る
多
嫁
多

４
才
み
十
１
つ
■
孝
‐と
に

ん
／

口
小
‘
算
‘

イ
ブ

（
こ

功
徳
の

一
分
を
廻
向
せ
ら
れ
玉

ヘ

然
ら
ば
御
恩
に
報
ひ
奉
る
に
真
実

吾
等
の
軽
き
身
命
捧
げ
ん

こ
れ
正
法
信
者
の
責
務
に
し
て

異
体
同
心
の
最
究
意
道
な
り
と

信
受
し
奉
る
が
故
な
り

南
無
妙
法
蓮
華
経
合
掌

汝
等
諦
聴

如
来
秘
密
神
通
之
力

不
幸
中
の
大
不
幸
と
は

そ
れ
は
内
衣
裏
の
宝
珠
を
知
ら
ぎ
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″
奪
汚
争
議
嗣
鷹
リ
ス
／
彪
■

曖

７

Ｚ

浄

‘

お

ｚ
豫

‘
７
↑
ハ
Ｆ

キ
■

り

，
―

イ
咀
↑
″
―・
一竹
ろ
″
１
４
ム
人

み
ル
イ
ロ
と
る
―

九
塔
入
稚

ト

豊
イ
ー

カ
ウ
″ヨ
～
ｎ
渉
孝
ん
の

・多
グ
を
ア４
ぞ
４
ふ
レヘ
ぐ
ら
の
影

筵
て

り

念

索

嫁
午
孝
ｏ

脇
孝
Ｌ
場
で
確
Ｔ
石

イ
″
ｏ

η

″″
子

之

‘
μ

嚢

―

守

／

ろ
１

′

者
を
指
す
な
り
所
以
者
脱
れ

得
べ
き
災
難
苦
悩
を
不
覚
の

故
に
脱
れ
得
ぎ
る
が
故
な
り

今
日
本
国
は
其
不
幸
中
の
大

不
幸
国
と
為
り
大
苦
大
難
に

遭
遇
す
而
も
自
ら
内
衣
裏
の

宝
珠
を
覚
ら
ず
教

へ
ざ
る
の
故

な
り
現
に
其
悲
哀
筆
舌
の

及
ぶ
虎
に
非
ず

世
尊
言
は
ず
や
汝
等
諦
に

聴
け
と
諦
聴
と
は

一
切
の

邪
念
妄
想
を
捨
離
し
た
る
者
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移
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網
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の
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と
な
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故
に

諦
聴
の
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に
非
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法
主
上
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疾
く
其
の
大
愚
を
悟
ら
し
め
よ

抑
も
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来
秘
密
神
通
之
力
と
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来
と
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最
高
智
者
の
謂
な
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秘
密
と
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因
果
の
秘
密
な
り

神
通
之
力
と
は
普
か
ざ
る
な
き

無
比
絶
対
の
力
な
り

換
言
す
れ
ば
現
下
の
科
学
力
等
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今
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の

智
を
以
て
し
て
は
豫
想
だ
に
及
ぶ

庭
に
非
ず
　
経
に
曰
く
　
一
切

磐
聞
辟
支
佛
所
不
能
知
と

斯
る
絶
対
無
比
の
科
学
力
あ
る
に

愚
人
等
は
単
な
る
文
字
と
観
、
経

文
と
拝
す
　
神
通
之
力
と
は
夢

に
も
悟
ら
ず
　
為
に
科
学
と
だ
に

云
は
じ
欧
米
に
追
随
す
る
も
の

と
思

へ
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か
く
ま
で
外
道
に
魅
せ
ら
れ
た
る
邦
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現
代
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に
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勝
ち
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盲
信
す
る
邦

人
こ
そ
正
に
不
幸
中
の
大
不
幸

の
者
な
り
　
別
し
て
は
本
宗
内
の
浅

薄
な
る
世
間
学
を
修
め
邪
智
の
み

多
き
魔
僧
の
輩
也
彼
等
は
御
書
を
七
百

年
前
の
物
語
視
し
て
現
時
代
に
は

通
用
せ
ず
と
為
す
　
愚
の
極
と

云
ふ
可
し

実
力
に
非
ぎ
る
宗
教
何
か
せ
ん

況
や
人
心
を
墜
落
せ
し
め
迷
惑
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禅
天
魔
真
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亡
国
律
国
賊
諸
宗
無
得

道
と
こ
れ
我
等
の
常
に
回
よ
り

離
れ
得
ぎ
る
大
戒
な
り
大
勢
力
也

正
力
な
き
宗
教
は
荒
唐
無
形

の
悪
戯
な
れ
ば
な
り
否
正
力

の
波
動
を
乱
す
魔
力
な
り

然
る
に
本
佛
大
聖
人
の
唱
導
し

給
ふ
妙
法
蓮
華
経
こ
そ
は
超
科

学
所
生
の
実
力
な
り
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憂
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貧
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Ｂ
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り
梵
天
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つ
る

超
科
学
力
を
発
動
し
て
敵
機

の
行
先
よ
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一
時
空
気
を
排
除

す
る
法
力
あ
る
に
此
を
用
ひ
ざ
る
乎

機
動
部
隊
を
恐
る
ゝ
よ
り

龍
神
に
電
波
を
送
り
此
の
神

に
命
じ
て
彼
等
を
海
底
に
没
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電
波
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な
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是
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対
無
比
の
超
科

学
所
生
之
力
な
り

唱
題
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単
な
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無
義
発
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の
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の
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知
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所
に
非
ず
や

而
も
此
の
力
た
る
や
日
蓮
大
聖
人
御
自
ら
再
三
再
四
吾

等
の
眼
前
に
実
證
し
玉
ひ
し
法
力

な

り
神
妙
の
仁
外
道
を
信
じ
て
本
佛

を
知
ら
ず
　
一小
さ
ん
と
す
る
に
こ
れ
を

１

縛
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亡
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時
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帝
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蓮
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人

我
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我
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の
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と
な
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ん
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皆
当
作
佛
の
四
字
は
南
無
妙
法
蓮
華
経

の
種
子
に
依
る
な
り
御
義
口
伝

要
言
す
れ
ば
皆
当
作
佛
こ
そ
真

の
平
和
の
義
な
り
　
而
も
此
の
平

和
は
題
目
の
種
子
に
依
る
外
無
し

と
定
ま
る
　
作
佛
が
事
相
な
れ
ば
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る
べ
か
ら
ず

之
れ
即
ち
戒
檀
の
大
御
本
尊
也

又
作
佛
が
今
云
ふ
科
学
的
本
義

な
ら
ば
種
子
題
目
も
実
物

に
し
て
此
中
に
実
力

（科
学
力
）

な
か
る
べ
か
ら
ず
然
れ
ど
も
現
時
は

理
法
を
以
て
す
も
な
く
用
無
し

今
正
に
事
法
の
用
あ
る
の
み

幸
ひ
其
種
子
の
苗
床
の
実
在

す
る
我
国
土
こ
そ
真
に
是
れ

皆
当
作
佛
の
本
国
土
妙
也

さ
れ
ど
国
諌
に
よ
っ
て
種
子
を
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も

国
家
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の
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は
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主
上
人

御

一
人
の
御
手
に
在
り
若
し
他
に
在
り
と

論
ず
る
者
あ
ら
ば
既
に
邪
説
魔

説
な
り
貌
下
に
し
て
起
た
ざ
れ
ば

平
和
の
掠
奪
者
と
な
る
な
り
　
其

科
此
罪
無
量
な
る
べ
し

悪
鬼
入
其
身
の
御
義
口
博
に
曰
く

鬼
と
は
命
を
奪
ふ
者
に
し
て
奮
功

徳
者
と
云
ふ
こ
と
な
り
法
華
経
に
三

世
諸
佛
の
命
根
な
り
云
々
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を
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ふ
者
也
　
萬
が

一
に
も
法
主
上
人

悪
鬼
入
其
身
の
魔
王
と
化
す
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れ
か
し
　
若
し
如
是
事
あ

ら
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と
の
罪
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覚
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等
に
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千
萬
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し
現
罰
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願
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に
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玉
ふ
こ
と
勿
れ

御
義
口
博
に
云
く

今
日
蓮
等
の
類
ひ
南
無
妙
法
蓮
華
経
を

-55-―



僣

ｉ

ｆ

ｔ．
４

ス
イ
ー
‥
多
セ

イ

午

γ
η

縦

■
わ
そ

の
″
ミ

“

た

イ

ふ

■
絶

↑

メ

ー

■
リ
ユ
レ
旧

一省
‘
″
か
‐ル

猾
ふ

２
１

移

″
“
メ
／
ダ
ー

夕
修
４
惚
μ
一ψ
二
Ｆ
硼
７
Ｉ

ヽ

」秒
任

，
基

井
／
、）
ι
リ
ウ
レ
も
ク
わ～

イ
ス
ユ

ル
体行
Ｚ
卜
なヽ
て
ｔ

ヽ

ハ常

―
ク

ソ

ｊ
４

１

や

字

血

オ

あ́
ｌ
誡
Ｔ
ｌ
■
″
ど
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ぃ
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つ
を
サ
ず

惜
む
事
は
命
根
よ
り
も
惜
き
事

な
り
云
々

神
妙
の
命
根
は
敵
国
の
能
く

断
ち
得
る
虜
に
非
ず
　
若
し

貌
下
ま
し
て
今
国
諌
を
怠
ら
ば

邦
家
の
命
根
を
断

つ
者
な
り

否
命
根
以
上
に
惜
ま
る
ゝ

祖
師
の
無
上
道
を
失
ふ
も
の
な
り

一
大
逆
殺
行
為
と
云
ふ
可
し

穴
怖
し
如
何
な
る
現
罰
や

此
れ
に
適
せ
ん

悪
を
滅
す
る
を
功
と
云
ひ
善
を
生
ず
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徳
と
云
ふ
な
り
功
徳
と
は
即
身
成

佛
な
り

国
諌
し
て
国
を
成
仏
せ
し
む
る
に

過
ぎ
た
る
功
徳
は
あ
ら
じ
　
然
ら
ば

国
家
諌
暁
は
即
身
成
仏
道
な
り

然
ら
ぎ
る
は
堕
地
獄
の
業
な
り

唯
に
法
主
上
人
御

一
人
の
堕
地
獄
の

こ
と
に
非
ず
神
妙
全
体
の
堕
地

獄
な
り
而
も
其
責
貌
下
御

一
人

の
怠
慢
と
臆
病
と
に
あ
り
と
せ
ば
罪
萬
劫
に

も
轟
る
べ
き
も
の
に
非
ず

我
等
大
聖
人
を
信
奉
し
て
大
忠
を
す
る
神
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国
民
な
り
神
恩

一
日
も
忘
れ

難
し
何
が
申
言
せ
ず
し
て
己

み
得
べ
き
　
伏
し
て
願
は
ん

法
主
上
人
我
等
が
苦
衷
を
諒

し
玉

へ
と

文
句
の
六
に
云
く
心
懐
悔
恨
と
は

昔
し
勤
に
教
詔
せ
ず
訓
ふ
る
こ
と

無
く
し
て
逃
遊
せ
し
む
る
こ
と
を
致
す

こ
と
を
悔
ひ
子
の
恩
義
を
惟
は
ず
し
て

我
を
疎
ん
じ
他
に
親
じ
む
る
を

恨
む
と

今
邦
家
の
民
の
受
難
は
久
し
く
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椛
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宅

ど
も
此
の
起
因
は
昔
勤
に
教

　

／

詔
せ
ず
訓
ふ
る
こ
と
無
か
り
し
を

悔
ひ
ざ
る
べ
か
ら
ず
　
是
れ
近
年

御
歴
代
貌
下
の
悔
に
非
ず
し
て

何
ぞ
　
子
の
恩
義
を
惟
は
ず
し
て

邦
家
を
す
て
て
他
に
親
じ
む
こ
と

又
久
ｔ
之
を
恨
む
も
の
か

疾
く
国
家
を
諌
め
て
懺
悔
の

事
を
了

へ
玉

へ
　
世
は
忽
に

聖
代
の
本
に
還
ら
ん
こ
と
疑
ひ

あ
る
べ
か
ら
ず
　
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
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法
主
上
人
黙
止
し
て
空
し
く

祝
座
に
留
ら
ば
定
め
て
師
檀

共
に
泥
梨
の
大
苦
を
招
き
邦
家

為
に
滅
亡
せ
む
　

一
期
の
憮
怠

を
以
て
永
劫
の
迷
因
を
殖
る

こ
と
勿
れ
速
に
国
家
を
諌
暁

し
正
法
治
国
不
邪
柱
人
民
の
懺

悔
を
成
せ
し
め
疾
々
天
下
の

静
認
を
思
ふ
可
し
　

一
日
延
び

て
は
幾
千
萬
の
殺
生
あ
り

一
時
を
遅
ら
せ
ば
幾
百
萬
の
衆

生
を
失
ふ
此
れ
悉
く
将
来

嘘
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る

多

名
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ラ|

に
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`地
|.

狙
下
の
負
ふ
可
き
罪
障
に
あ

ら
ず
や
今
や

一
寸
の
憚
怠
を

許
さ
ず
今

一
分
の
臆
病
神
あ
る

べ
か
ら
ず
真
に
是
れ
身
の
為

に
之
を
申
さ
ず
神
の
為
め

君
の
為
め
国
の
為
め

一
切

衆
生
の
為
に
言
上
し
奉
る
所
也

の
聖
訓
身
命
に
徹
す
る
が
故
也

恐
々
謹
言

昭
和
二
十
年
四
月
　
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
　
合
掌
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僧

惟
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外
弾
正
講
員
有
志

日
恭
上
人
貌
下

謹
白

此
度
別
冊
奉
貌
下
速
に
為
国
為
法
御
奮
起

の
程
奉
願
上
候
に
就
而
二
七
日
御
宝
前
の

祈
願
を
了
へ
滋
に
奉
呈
上
次
第
御
座
候

幸
ひ
貌
下
此
国
難
救
済
に
当
ら
る
し
御
決

心
相
定
り
候
は
ば
我
等
此
に
過
ぎ
た
る
光
栄

有
之
間
敷
由
而
御
命
仕
第
急
ぎ
参
上
御
給
事

仕
り
誠
に
身
軽
法
重
死
身
弘
法
以
て
救
国

第血

谷婚
世承
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済
民
の
実
践
を
こ
そ
楽
ふ
も
の
に
御
座
候
然
る
上
は

貌
下
の
身
辺
守
護
し
奉
る
事
誓
上
候

別
冊
と
て
も
我
等
が
意
蓋
さ
る
べ
く
も
無
之
御
命

に
よ
り
更
に
言
上
仕
度
義
多
々
有
之
候

尚
本
書
並
別
冊
共
に
全
く
貌
下
御

一
人
の
御
胸

中
に
秘
し
被
下
度
従
令
側
近
の
親
し
き

御
僧
或
は
内
事
の
役
員
僧
た
り
と
も
御
諭
被
下

間
敷
此
義
呉
々
も
御
了
承
給
度
候
萬

一
御
油
断

有
之
為
に
我
等
が
慈
行
を
譲
訴
の
種
に
悪
用

致
さ
る
る
が
如
き
事
出
来
候
て
は
勢
ひ
無
用
の
請
に

貌
下
を
御
煩
は
せ
致
さ
ゞ
る
を
得
ぎ
る
事
と
相

成
べ
く
斯
て
は
為
国
為
法
遺
憾
至
極
之
義
候

就
而
極
秘
裡
に
終
始
被
下
度
奉
願
上
候

猶
貌
下
よ
り
御
返
書
拝
受
之
光
栄
に
預
度

鶴
首
相
待
申
居
候

右
為
念

一
筆
添
書
如
件
　
　
　
恐
捏
謹
言

昭
和
二
十
年
四
月
　
日
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